第22回渡船事業運営審議会会議録

日　時　　平成20年５月26日(月)　14：00～15：15

場　所　　市役所本庁北館「２０1」会議室

内　容　　１．第21回渡船事業運営協議会議録の確認及び承認について

　　　　　２．料金改定案について

３．その他

出席者　　委　員７名　宮内 順･三宅 徹･遠藤 千代香･中村 正秋･遠藤 敏光　権田 冨士男･吉田 信喜　　(敬称略)

　　　　　事務局3名　

議事１　第２１回渡船事業運営協議会議事録の確認及び承認について

　　　　　確認の上、承認。

議事２　料金改定案について

· 事務局より見直し案の説明。

　　　　　　　航路を一本化にした上で10％の値上げをしたい。この案で運輸局と話し合いをしたい。

· 運輸局に会議録を持参して許可の相談をしたい。その時に燃油の料金設定の話がでるかもしれない。そのときは具体的な内容の相談をさせていただくかもしれない。

· 審議会としては10％の値上げは妥当ではないだろうか。

· 大島は10％の値上げなので、地島は50円位を覚悟していた。

30円位なら良いと思う｡

· 油代の値上がりを思うと妥当だと思う。

· 福岡県の他の離島航路の値上げ率及び料金の見直し状況は、把握できているのか。

　　　　　　　→現段階ではできていない。しかし、北九州市以外は国の補助航路でやっているので、値上げはあると思う。

· 航路を一本化して10％値上げで話し合いをして、次回答申案として出していきたい。

· 三角航路で逆周りをすると料金が高くなることを、認識していたほうがよいのではないでしょうか。

　　　　　　　→今回は想定していませんが、今後検討されるかもしれません。

議事３　貨物運賃(案)について

· 事務局より説明

地島については航路再編後の料金案です。大島の7割程度になっています。

· ダイレクトメールが小荷物になって料金を取られるので考えてほしい。

→郵便料金ではなく宅急便扱いになっている。

· 大きな物は規制をしておかないと受け入れざる得なくなる。

· 肥料等日常的なもので影響があるものは継続的な審議でもよいのではないか。

→運輸局に基本的な考えを説明して後で協議していく事も必要ではないかと思う。

· 基本的にはこの考えで進めていきたい。他にお気づきの点はご指摘願います。

次回　　6月30日（月）１４：００～　本庁北館「204」会議室

